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このホワイト ペーパーは、ビジネス意思決定者、最高情報責任者、最高技術責

任者、最高経営責任者、およびプロジェクトのスポンサーが、Microsoft Visual 

Basic 6.0 プラットフォームを基盤とする特注システムの今後のサポートと方向

性を計画する際のガイドとなることを目的としています。 

Visual Basic 6.0 プラットフォームは 1998 年にリリースされて以来、多数のカス

タム アプリケーションの基盤として使用されてきました。ただし、Visual Basic 

6.0 の後続バージョンが 4 回リリースされたことを受けて、ビジネス意思決定者

とプロジェクト チームが個々のビジネス要件、機能、およびコスト要因を基に

アプリケーションを適宜移行できるようにするための、Visual Basic 6.0 アプリケ

ーションの一部のサポート、移行、および置換オプションの提供を終了しまし

た。 

このホワイト ペーパーは、次の 3 部構成になっています。 

1. Visual Basic の背景と歴史。Visual Basic .NET をあまりご存じない読者のため

に、Visual Basic 6.0 と Visual Basic .NET の機能レベルの比較情報を提示します。 

2. どのような戦略をどのようなときに選択すべきかについての戦略とガイド

ライン。Visual Basic 6.0 アプリケーションの将来のロードマップを計画する

のに役立ちます。 

3. Visual Basic 6.0 アプリケーションを使用しているチーム向けのリソース。 

概要 
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1991 年の Visual Basic 1.0 のリリース以来、Visual Basic は、世界で最もよく利用

されているプログラミング プラットフォーム言語に成長しました。ほぼ 20 年

にわたり、機能拡張を続け、10 回もの製品リリースを行いました。全世界で 

600 万名以上の開発者が Visual Basic を使用して、世界のビジネスを動かすカス

タム アプリケーションを作成しています。 

Visual Basic のバージョン 1.0 から 6.0 までは、他の開発プラットフォームよりも

すばやく簡単に Microsoft Windows アプリケーションと COM インフラストラク

チャを作成できるようにすることに重点を置いていました。2002 年にリリース

された Visual Basic 2002 は .NET プラットフォームを基盤とし、新世代の機能を

実現できるようになりました。たとえば、Windows アプリケーションとサービ

ス、モバイル デバイス アプリケーション、スケーラブルなインターネットおよ

びイントラネット アプリケーション、XML Web サービス対応アプリケーション

などです。また、アクセシビリティ、オブジェクト指向開発、相互運用性、接

続性、標準への準拠、ドメイン  モデリング、自動テスト機能を提供するな

ど、.NET プラットフォームを基盤とすることで、それまでの  COM ベースの 

Visual Basic と比較して、エンタープライズ ソフトウェア開発ライフ サイクルの

要件により適切に対応できるようになりました。 

マイクロソフトでは、これまでに .NET プラットフォームを基盤とする Visual 

Basic (通称、Visual Basic .NET) の 4 つのバージョンをリリースし、着実に Visual 

Basic の生産性機能の拡張を続けています。最新バージョンである Visual Basic 

2008 は、2007 年 11 月にリリースされました。 

すべてのプログラミング言語は、顧客の要件と業界の動きに従って、成長およ

び変化します。Visual Basic 2002 から Visual Basic 2008 に至るまでは、それまで

のすべてのバージョンの Visual Basic において行われた機能強化の合計よりも多

くの機能強化が行われています。しかし、顧客の要求に応えるために必要だっ

たこの大きな進化によって、Visual Basic 6.0 とのコードの互換性が失われること

になりました。Visual Basic 6.0 で作成されたアプリケーションには、Visual Basic 

2008 ではそのままの状態で再コンパイルができないというデメリットがありま

すが、新しい Visual Basic 2008 の機能を使用すると、非常に魅力的な新しいチャ

ンスを創出できるというメリットがあるため、多くの組織が Visual Basic 6.0 ア

プリケーションの廃止を進めており、単に次期バージョンのプラットフォーム

に移行する以上の計画を立てています。 

アプリケーション、運用、プロジェクト チームを Visual Basic 6.0 からできるだ

け柔軟に移行できるように、マイクロソフトは、Visual Basic 2002 のリリースか

ら Visual Basic 2008 のリリースまでの間に、ソフトウェア ツール、トレーニン

グ サービス、および技術サポートを順次提供してきました。Visual Basic コミュ

ニティが Visual Basic 6.0 から移行することを支援するこの取り組みは、最大規

模のサポートの提供につながり、迅速なアプリケーション開発の最高のツール

として Visual Basic の今後の成長に尽力するマイクロソフトの姿勢を浮き彫りに

しています。 

マイクロソフトでは Visual Basic 2008 のリリースを機に、このような移行オプシ

ョンを利用して、Visual Basic 6.0 アプリケーションの廃止を計画されることをお

勧めしています。Visual Basic 2008 が開発者コミュニティに提供する新しい機能

とチャンスをぜひご活用ください。 

 

 

 

背景 
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非互換について 

Visual Basic 2002 から Visual Basic 2008 までのバージョンでは、Visual Basic 6.0 と

の互換性が失われました。具体的な影響としては、Visual Basic の場合、次の 2 

点です。 

1. 非常に単純なプロジェクトを除いて、Visual Basic 6.0 で開発されたアプリケ

ーションは、何かしらの手直しをしない限り、それ以降のバージョンの 

Visual Basic から再コンパイルできません。 

2. .NET プラットフォームの新機能を使用すると、Visual Basic アプリケーショ

ンでは、従来にも増してビジネス要件に的確に対応できます。多くの企業

では、より多くのビジネス価値を創出できるようアプリケーションの見直

しと拡張を行う足掛かりとして、Visual Basic 6.0 から Visual Basic 2008 にア

プリケーションを移行する機会を利用しています。 

Visual Basic 2002 から Visual Basic 2008 までのバージョンで  

Visual Basic 6.0 との互換性が失われた理由 

違和感を感じるかもしれませんが、互換性が失われた理由は、Visual Basic 6.0 で

はどうしても提供できない機能に対するユーザーからの要望に対応したことに

あります。ユーザーから寄せられたいくつかの重要な要件を叶えるには、互換

性を維持しないことが、Visual Basic とそのコミュニティにとって最適な選択で

した。 

インターネットへの対応 - Visual Basic 6.0 は、物理的に同じ 1 つの場所で尐数の

同時ユーザーによって使用されるデスクトップ Windows アプリケーション用の

製品です。世界的に企業のインターネット対応が急速に進み、数万人の同時ユ

ーザーがアクセスできる、コスト効率がよくスケーラブルで信頼性の高い Web 

ベース アプリケーションがすぐに必要になったために、Visual Basic 6.0 のステ

ートフルな COM ベースのアーキテクチャから、よりスケーラブルで、セキュリ

ティが強化された、障害に強いプラットフォームへの移行が必要でした。 

相互運用性に対する要望 - Visual Basic 6.0 では、他の言語との相互運用が考慮さ

れていなかったため、インターネットを介したより大規模な企業間の接続を実

現する業界標準に準拠するには、Visual Basic 6.0 専用のデータ形式を作り変える

必要がありました。また、パートナーやベンダとのシステムの相互運用性が、

組織の成長に非常に重要なものとして見なされるようになり、標準ベースの "

疎結合" を実現するように、アプリケーションを設計する必要がありました。

相互運用性の規約に基づき、オペレーティング システムやプログラミング言語

の種類、場所に関係なく、他のシステムと相互運用できる機能が必要になりま

した。 

アクセシビリティとセキュリティの必要性 - ビジネス ソフトウェア アプリケー

ションの戦略的な重要性が高まるにつれて、ソフトウェア業界も成熟し、アク

セシビリティの規定、ローカライズ要件、信頼できるコンピューティングの達

成に重点を置くようになりました。このような機能を実現するには、Visual 

Basic 6.0 に実装できないプラットフォーム アーキテクチャへの変更が必要でし

た。 

機能的な要件 - 継承とオブジェクト指向プログラミングのサポート、構造化例

外処理、高度なグラフィックのサポート、バージョン管理機能の強化、堅牢な

配置メカニズム、DLL Hell の終焉など、多数の長年懸案事項となっていたユーザ

ーからの要望に応えるには、Visual Basic 開発システムのアーキテクチャに抜本

的な変更が必要でした。 
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.NET プラットフォームに合わせたアーキテクチャの変更により、Visual Basic は

将来のビジネス  アプリケーション開発に対応できる機能を備えています。

Visual Basic のコードの読みやすさはそのままに、.NET プラットフォームの威力

と機能を簡単に活用できます。言語が進化を遂げても、Visual Basic の将来のバ

ージョンが、ビジネスの生産性と迅速なアプリケーション開発を優先するとい

う Visual Basic の当初の目標を忠実に守っていきます。 

Visual Basic 2002 以降の各バージョンで新機能が追加されていますが、Visual 

Basic の以前のバージョンを使用した開発で習得した知識やスキルを、再び適用

し、将来のアプリケーション開発の基礎として使用できるようにしています。 

マイクロソフトは、今後も引き続き  Visual Basic の拡張と改良に取り組み、

Visual Basic を使用して重要なアプリケーションを構築およびサポートする企業

や開発者を支え、新しいチャンスを創出していきます。Visual Basic 2002 におい

て Visual Basic 6.0 との互換性が失われたときにお知らせしたように、マイクロ

ソフトは、将来の Visual Basic に向けてこれまで以上の取り組みを進めていきま

す。 

Visual Basic 6.0 と Visual Basic 2002 から Visual Basic 2008 までの 

バージョンの Visual Basic の相違点 

Visual Basic 6.0 からその後のバージョンでは何が変わったかを考えるには、

Visual Basic 6.0 と Visual Basic 2008 (現行バージョン) との違いを理解することが

重要です。 

Visual Basic 6.0 と Visual Basic 2008 の違いは、アプリケーション開発の新機能と、

非互換性をもたらした変更の 2 種類に分けられます。 

新機能 

webclass と呼ばれる Visual Basic 6.0 の限られた Web プログラミング ソリューシ

ョンは、スケーラビリティ、セキュリティ、デザイナのサポートの面で制限が

ありました。機能性、パフォーマンス、スケーラビリティの高いアプリケーシ

ョンの迅速なアプリケーション開発においては、Visual Basic 2008 と ASP.NET の

方が Visual Basic 6.0 よりも格段に優れています。 

Visual Basic 2008 では、Windows アプリケーション開発だけでなく、Windows サ

ービス、モバイル デバイス、コンソール アプリケーション、32 ビットおよび 

64 ビット アプリケーションの開発にも対応しています。 

Visual Basic 2008 は、Visual Basic 6.0 の専用の API と比べて、C# や Visual Basic 6.0 

などのマイクロソフト テクノロジを使用して作成されたものだけでなく、Linux 

上で Java を使用して作成されたものなどマイクロソフト以外のプラットフォー

ム ベースのアプリケーションやサービスとも相互運用できる機能を備えており、

相互運用の面では格段に柔軟性とスケーラビリティが向上しています。Visual 

Basic 6.0 では Microsoft Office クライアント製品と緊密に統合されていましたが、

Visual Basic 2008 では、この機能がさらに拡張され、Microsoft Office クライアン

ト製品だけでなく、Microsoft Office サーバー製品、Microsoft SQL Server、

Microsoft Office SharePoint 製品ファミリ、Microsoft CRM など、マイクロソフト

が開発したほぼすべてのエンタープライズ製品との統合をサポートしています。 

Visual Basic 6.0 のセキュリティ機能は、アプリケーション開発者自身が構築した

ものにしか適用できませんでしたが、Visual Basic 2008 では、信頼レベル、ロー

ル ベースのセキュリティ、暗号化、複数の認証メカニズムをサポートする、す

ぐに使用できる堅牢なセキュリティ機能が導入されています。 
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Visual Basic 6.0 でのオブジェクト指向開発のサポートは限られており、アプリケ

ーション開発を支援する、再利用可能なライブラリ コンポーネントは基本的な

ものしか提供されていませんでした。Visual Basic 2008 では、包括的なオブジェ

クト指向機能、標準のサポート、完全な .NET Framework ライブラリ コンポーネ

ントへのアクセスが実装されていて、エンタープライズ レベルの最新のアプリ

ケーションをすばやく、安全に、より堅牢に構築できます。 

非互換性をもたらした変更 

Visual Basic 6.0 では、豊富な機能を備えた Windows フォーム開発環境を提供し

ていました。Visual Basic 2008 でも、Visual Basic 6.0 の流れを引き継いで豊富な

機能を備えた Windows フォーム開発環境を提供していますが、完全な下位互換

性は確保されていません。特にデータ バインド モデルが改良され、サーバー上

およびネットワークで接続されていない遠隔地にあるデータへのアクセスが向

上した、ADO.NET ベースの柔軟で堅牢なバインド モデルが作成されています。

Visual Basic 6.0 の RDO と DAO のデータ バインドは、1 人のユーザーが 1 台のコ

ンピュータ上にあるデータベースにアクセスすることを想定して最適化されて

いましたが、ADODB は、ローカル エリア ネットワーク内で密に結合されてい

るデータベース サーバーにアクセスするためのものとして設計されていました。

Visual Basic 2008 と ADO.NET は、インターネットまたはワイド エリア ネットワ

ーク上での複数ユーザーによるクライアント/サーバー アクセス用に最適化さ

れています。 

Visual Basic 6.0 では、専用の変数と型のモデルが使用されていましたが、Visual 

Basic 2008 では、型と変数の変換がより厳格になり、実行時の問題を防ぎ、他

の言語との相互運用性が向上しています。 

Visual Basic 2008 アプリケーションは、他の .NET ベースのアプリケーションと同

様に、マネージ アプリケーションです。つまり、.NET 共通言語ランタイムによ

って監視され、ガベージ コレクション、バージョン管理、セキュリティ インフ

ラストラクチャ、およびアンマネージの Visual Basic 6.0 Windows アプリケーシ

ョンと比べて優れたエラー防止機能を備えているアプリケーションです。Visual 

Basic 2008 アプリケーションと Visual Basic 6.0 の動作にはわずかに違いがあり、

パフォーマンス プロファイル、実行時のイベント処理モデル、およびオブジェ

クトが作成および破棄されるライフ サイクルが異なります。 

変更されていない点 

どのバージョンの Visual Basic も、生産性の向上を目標としています。ほとんど

の Visual Basic 6.0 開発者は、Visual Basic 2008 にすぐに適応し、より大きな成果

を上げています。Visual Basic 2008 には、エディット コンティニュ、IntelliSense、

大文字小文字の区別がされないことなど、Visual Basic 6.0 と同じ迅速なアプリケ

ーション開発をサポートする機能の多くを備えています。さらに、Visual Basic 

2008 では、入力時に行われるバックグラウンドでのコンパイルやエラー報告、

コード テンプレート、コンピュータ リソースへのアクセスを容易にする My* 

クラスなど、新しい生産性機能が導入されています。 

プログラミングとビジネス ロジックは、非常に似ています。Visual Basic 6.0 の

ビジネス ロジックのほとんどは、わずかな変更を加えるだけで、Visual Basic 

2008 でも使用できます。Visual Basic 2008 には、コードの移行を支援するアップ

グレード ツールや、.NET プラットフォームのライブラリ クラスに対して、使

い慣れた VB6 インターフェイスを使用できるようにする互換性クラスが用意さ

れています。 
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Visual Basic 2008 は将来の開発に適しているか 

マイクロソフトが .NET プラットフォームをリリースする前は、アプリケーショ

ンの種類ごとに異なるプログラミング パラダイムが使用されていました。たと

えば、Web アプリケーションには VBScript、Windows アプリケーションには 

Visual J++、Visual C++、および Visual Basic、SQL データベース プログラミングに

は Transact SQL、Microsoft Office のカスタマイズには VBA が使用されてきました。

また、製品ごとに、専用のカスタマイズ ツールキットが同梱されていました。

各ツールキットには、専用のライブラリ コンポーネント、変数型、および開発

環境がありました。プロジェクト チームは専門知識を蓄積し、別の種類のソリ

ューションでは容易に再利用できない、特定のソリューションにのみ取り組ん

でいました。.NET プラットフォームと Visual Studio .NET 開発環境が導入され、

急速に普及したことで、マイクロソフトでは、.NET プラットフォームを基盤に

構築を計画される予定のすべての製品のカスタマイズ モデルを標準化しました。

その結果、プロジェクト チームは、別の種類のソリューションを作成する場合

に、よりスムーズにスキルを応用でき、一貫性を確保できるようになりました。 

2 つの非常に優れている .NET 言語は Visual Basic と Visual C# で、どちらも 

Microsoft SQL Server、Windows SharePoint Server、Microsoft Office Server System、

Microsoft Office クライアント、Microsoft CRM などのスタンド アロン アプリケ

ーションやソリューションの作成に使用できます。.NET プラットフォームは、

アプリケーション開発とエンタープライズ規模でのアプリケーション統合の標

準として認められています。 

Visual C# と Visual Basic は、どちらもエンタープライズ ソリューションを作成す

る言語としては自然な選択です。どちらの言語も .NET プラットフォームを基盤

としていて、同じ変数と型をサポートし、.NET Framework のリッチなプログラ

ミング コンポーネントを使用し、同様のパフォーマンス、スケーラビリティ、

相互運用機能を備えています。Visual C# と Visual Basic のどちらを選ぶかは、好

みの問題です。Visual Basic または VBA での開発経験がある場合は Visual Basic を、

C++ または Java での開発経験がある場合は Visual C# を使用すると、より生産的

に作業できるでしょう。Visual Basic 2008 には迅速なアプリケーション開発をサ

ポートする機能が、Visual C# 2008 にはコードの詳細な調整をサポートする機能

がより多く実装されています。どちらの言語も、Microsoft Team System のテス

ト、ソース管理、ビジュアル デザイン ツールを完全にサポートしています。ま

た、マイクロソフトは、Visual Studio と .NET プラットフォームの将来のバージ

ョンにおいて、この 2 つの言語を強化していく予定です。 

ほとんどの Visual Basic 開発者にとって、今後の開発に Visual Basic 2008 を選択

することは自然な流れです。Visual Basic 2008 でも、使い慣れた言語、開発環境

機能、ビジネス アプリケーション作成言語として Visual Basic の以前のバージョ

ンが驚くほどの人気を博す要因となった、学習しやすい生産性機能をサポート

しています。 

Visual Basic 1.0 ～ 6.0 は、簡単に習得できて、取り掛かりやすいツールであると

見なされてきましたが、高度な機能が提供されていません。これは、"VB のガ

ラスの天井" と呼ばれることがありました。Visual Basic 2008 にはそのような制

限はなく、Monsanto やワシントン州の運転免許交付局など、大規模な組織で、

Visual Basic と .NET プラットフォームを使用したカスタム ビジネス アプリケー

ションの構築が行われています。Visual Basic 2008 は、.NET プラットフォームを

基盤とするエンタープライズ レベルのアーキテクチャによって、この  Visual 
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Basic 6.0 のガラスの天井を打破しています。このアーキテクチャは、世界の最

大規模のビジネスの要件にも対応できるように、ゼロから設計されています。 

サードパーティによる .NET プラットフォームも非常に充実しています。アプリ

ケーション開発支援専用のコンポーネントを販売しているコンポーネント ベン

ダの巨大なコミュニティがあります。このようなコンポーネントの大半では、

Visual Basic と Visual C# の両方がサポートされています。開発者やプロジェクト 

チームによる .NET プラットフォームの採用も進んでいて、他のどのプログラミ

ング プラットフォームよりも、生産性が高く強力であることが認められていま

す。新しい Visual Basic 2008 ソフトウェアの作成や、既存の Visual Basic 6.0 アプ

リケーションの Visual Basic 2008 への移行を専門とするベンダもいます。 

これまで Visual Basic 6.0 アプリケーションに投資してきた組織にとっては、

Visual Basic 2008 はさらに魅力ある選択肢です。マイクロソフトでは、Visual 

Basic 2008 への移行、および Visual Basic 6.0 と Visual Basic 2008 の相互運用を支

援する、トレーニング、ツール、相互運用サポートを提供しています。 

Visual Basic 2008 が将来を見据えた開発に適していることは、間違いありません。

Visual Basic 2008 は、Visual Basic プログラマとエンタープライズ クラス開発の支

援を目的としています。 

今後リリースされる Visual Basic では、引き続き生産性の向上と迅速なアプリケ

ーション開発を支援する機能の追加を行い、Visual Basic が .NET プラットフォー

ムを完全にサポートし、その威力を活用できるようにする予定です。Visual 

Basic 6.0 との互換性を維持しなかったことが、将来の開発に対応できる Visual 

Basic の誕生に貢献しています。.NET プラットフォームのアーキテクチャにより、

再び互換性維持の問題に直面することなく、64 ビット プロセッサのサポートな

どの機能を Visual Basic 2008 に容易に追加できます。マイクロソフトは、今後の

バーションでも Visual Basic を強化し、可能な限り尐ない時間で学習でき、価値

を実現できる、強力なプログラミング環境をお届けできるよう取り組んでいき

ます。 
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このセクションでは、Visual Basic 6.0 アプリケーションへの既存の投資に対して

利用できる戦略について説明します。また、採用すべき戦略を決定するための

指針も提供します。 

評価 

Visual Basic 6.0 アプリケーションをサポートする戦略を検討する前に、まず既存

のアプリケーションの評価を行う必要があります。 

 組織内には、いくつの Visual Basic 6.0 アプリケーションが 

配置されていますか。 

 各アプリケーションは、どのような状態でしょうか。運用されて 

いますか、運用停止されていますか。 
 各アプリケーションは、どの程度重要 (ミッション クリティカル)  

ですか。 

 各アプリケーションは、現在もビジネス要件を満たしていますか。 

 各アプリケーションをサポート、変更、および機能強化できる人員は

配置されていますか。各アプリケーションの技術ドキュメントは、 

最新の状態ですか。 

評価が済んだら、各アプリケーションを検討する順序を決定し、以下のガイド

に従って、アプリケーションごとに戦略を策定します。 

戦略 

Visual Basic 6.0 アプリケーションに対する戦略には、以下の 4 種類があります。 

 維持 

 相互運用 

 移行 

 置換 
  

VISUAL BASIC 6.0  

アプリケーションの 

サポート戦略 
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維持 

意味 アプリケーションを Visual Basic 6.0 ベースのままとし、サ

ポートを継続します。 

この戦略が 

適している状況 

アプリケーションが成熟していて、頻繁に更新する必要が

ない場合。アプリケーションを更新するということは、別

の戦略がより適している可能性があるときに、適切なリソ

ースを探し、アプリケーションへの投資を続行することに

なります。 

これはコスト効率の高い戦略ですが、アプリケーションを 

Visual Basic 6.0 ベースのまま維持することは、長期的な実用

性がない方法であると見なす必要があります。ビジネスが

変化し、既存のアプリケーションに対して新しい要件が発

生した場合に、アクセシビリティや信用できるセキュリテ

ィなど、.NET プラットフォームでは標準で対応できる新し

いビジネス要件の多くに、Visual Basic 6.0 では対応できない

可能性があります。 

アプリケーションを Visual Basic 6.0 ベースで維持する場合

の対応として重要なことは、アプリケーションが運用でき

る状態を維持することです。これには、以下の 3 つの重要

な要素があります。 

開発の専門家 - アプリケーションをサポートし、重要な修

正プログラムを適用し、アプリケーションを継続して変更

できるプロジェクト チームを確保する必要があります。 

ランタイム環境 - Windows Vista や今後リリースされるオペ

レーティング システムをデスクトップに展開する際に、

Visual Basic 6.0 アプリケーションが新しいオペレーティング 

システムでも機能することを確認する必要があります。マ

イクロソフトは、2017 年まで Visual Basic 6.0 アプリケーシ

ョンのランタイム サポートを提供することを発表していま

す。つまり、Windows Vista と Windows 2008 も含め、オペ

レーティング システムでは Visual Basic 6.0 アプリケーショ

ンの実行が引き続きサポートされます。これは、Visual 

Basic ランタイムとコンポーネントにも適用されます。ただ

し、サードパーティ製のコンポーネントを使用しているア

プリケーションについては、製造元に当該コンポーネント

が引き続きサポートされることを確認する必要がありま

す。 

開発環境 - Visual Basic 6.0 アプリケーションに機能強化を施

す場合、Visual Basic 6.0 統合開発環境 (IDE) を使用してアプ

リケーションを変更し、再コンパイルする必要がありま

す。ランタイム環境と同様に、Visual Basic 6.0 IDE をサポー

トするワークステーションを引き続き提供する必要があり

ます。マイクロソフトは、Windows Vista での Visual Basic 

6.0 IDE のサポートを発表しており、2008 年 4 月までサポー

トを延長しています。つまり、開発チームは、引き続き  
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 Windows Vista または Windows XP を使用して、Visual Basic 

6.0 アプリケーションを変更できるということです。ランタ

イム サポートと同様に、サードパーティ製のコンポーネン

トもサポートされることを、当該コンポーネントの製造元

に確認してください。 

Visual Basic 6.0 ベースでアプリケーションを維持すること

は、多くの場合、暫定的な措置と考えられ、予想される残

りの運用期間が限られている、成熟したアプリケーション

に適しています。最終的には、Visual Basic 6.0 アプリケーシ

ョンの運用を停止して最新バージョンの Visual Basic に移行

するか、仮想化テクノロジを使用して、アプリケーション

が依存しているオペレーティング システムや他のソフトウ

ェアのサポート ライフ サイクルの終了後も、アプリケーシ

ョンを実行できるようにする必要があります。短期間であ

れば Visual Basic 6.0 ベースでアプリケーションを維持する

ことで、組織は、アプリケーションの移行に必要な投資

と、利用できる資金やリソースのバランスを取ることがで

きます。 
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相互運用 

意味 相互運用では、Visual Basic 2008 を使用して Visual Basic 6.0 

アプリケーションを強化するか、徐々に Visual Basic 6.0 コ

ンポーネントを Visual Basic 2008 コンポーネントに置き換え

ます。この戦略では、長い時間をかけて徐々に書き直しを

行うことになり、その間 Visual Basic 6.0 と Visual Basic 2008 

のハイブリッド アプリケーションをサポートすることにな

ります。 

こ の 戦 略 が 

適している状況 

定期的に変更される Visual Basic 6.0 アプリケーションがあ

る (つまり、完全なアップグレードや書き直しに必要な時

間、アプリケーションを停止することができない場合)。 

Visual Basic 2008 では、相互運用を非常に魅力的な選択肢と

するさまざまな機能を提供しています。たとえば、Visual 

Basic 6.0 ビジネス オブジェクトを Visual Basic 2008 から参照

する機能、Visual Basic 2008 から Visual Basic 6.0 のデバッグ

を実行する機能、Visual Basic 6.0 アプリケーションから 

Visual Basic 2008 のフォームとコントロールを使用できるよ

うにする Interop Forms Toolkit などを提供しています。 

この戦略では、Visual Basic 2008 機能を使用して、既存のア

プリケーションに価値をすぐに追加できるため、コスト効

率の良い戦略になり得ます。この戦略は、既存の  Visual 

Basic 6.0 アプリケーションが、コンポーネント化されたア

ーキテクチャを持ち、適切に構築および記述されている場

合に最適です。このような場合には、新機能の追加と古い

コンポーネントの置換を簡単に行えます。 

Visual Basic 6.0 ベースでアプリケーションを維持する戦略と

同様に、相互運用も暫定的な措置と見なす必要がありま

す。アプリケーションのコンポーネントであっても、Visual 

Basic 6.0 ベースで維持した場合、Visual Basic 6.0 ベースでア

プリケーション全体を維持したときと同じサポートの問題

が発生します。相互運用は、既存のアプリケーションの運

用期間を一時的に延長するか、アプリケーションのコンポ

ーネントを徐々に Visual Basic 2008 に移行する場合に、最も

多く使用される戦略です。 
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移行 

意味 Visual Studio 2008 の自動アップグレード ツールを使用し

て、Visual Basic 6.0 アプリケーションを Visual Basic 2008 に

移行します。 

こ の 戦 略 が 

適している状況 

アプリケーションでコンポーネント化されたアーキテクチ

ャが採用されていて、徐々に移行できる場合や、開発チー

ムがアプリケーションを頻繁に変更する必要がないほど、

アプリケーションやビジネスが安定している場合。 

マイクロソフトでは、Visual Basic 6.0 アプリケーションの 

Visual Basic 2008 への自動的な移行を支援する多数のユー

ティリティをリリースしています。通常、アップグレード

は、次の 3 段階のプロセスで行われます。 

1. Visual Basic 6.0 ベースのアプリケーションの 

準備をします。 

2. 自動ツールを使用してアップグレードします。 

3. 多尐手直しをして、アプリケーションの移行を 

完了します。 

移行後のアプリケーションの品質は、移行前の Visual Basic 

6.0 アプリケーションの品質と構造に左右されます。通

常、ビジネス ロジックのある中間層コンポーネントの方

が、ユーザー インターフェイスの調整や COM の特性に依

存するフォームベースのアプリケーションよりも、簡単に

移行できます。RDO および DAO のデータ バインドやゼロ

ベースではない配列ロジックなど、Visual Basic 6.0 の一部

の要素は、自動ツールを使用して移行できません。Visual 

Basic 2008 アプリケーションでは、Visual Basic 6.0 とは異な

る種類のデータ バインドと変数型の標準を使用している

ため、通常、このようなコードは手直しが必要です。 

徐々にアプリケーションを移行する (ビジネス ロジックか

ら移行に着手し、最後にユーザー インターフェイス層を

移行する) 場合も、自動アップグレード ツールを使用でき

ます。コンポーネント化されたアーキテクチャが採用され

ているアプリケーションでは、この方法が便利なことが多

くあります。 

適切にメンテナンスされていないアプリケーションや、ア

ーキテクチャが古いアプリケーションでは、移行後のアプ

リケーションでも同じ制限が継承されることに注意してく

ださい。 

また、移行後のアプリケーションが、COM コンポーネン

トへの依存性を継承している場合があり、この依存性は、

アプリケーションのメンテナンス時に、どこかの時点で置

き換える必要があります。 

移行前に、アプリケーションの何パーセントが自動的にア

ップグレードでき、何パーセントに手直しが必要になるか
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を予測することは困難です。多くの組織では、より正確な

予測を立てられるように試験的な移行を行う際にマイクロ

ソフトが提供している自動評価ツールを使用して、適合性

調査を実施しています。また、アプリケーションの一部の

みを移行して、徐々にアプリケーションを移行できるよう

にし、Visual Basic 6.0 コンポーネントと移行後の Visual 

Basic 2008 コンポーネント間の相互運用性を利用してハイ

ブリッド アプリケーションをユーザーに提供する場合も

あります。 

マイクロソフトが提供している移行ツールだけでなく、外

部のコンサルタントに依頼して、移行を実施する場合もあ

ります。Visual Basic 6.0 アプリケーションの移行経験があ

るコンサルタントであれば、移行プロセスに精通している

ため、多くの場合、はるかに短時間で移行を完了できま

す。 

また、移行を自動化する製品を販売している小規模な独立

系ソフトウェア ベンダも多数あります。通常、このよう

なベンダは、Visual Basic 6.0 構文のみを移行し、相互運用

ライブラリを利用して .NET Framework を古い Visual Basic 

6.0 インターフェイスの構造に適応させています。これ

は、非常に魅力的なオプションであることもありますが、

このような相互運用ライブラリと将来のバージョン

の .NET Framework との互換性が確保されない可能性も考

慮する必要があります。 
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置換 

意味 Visual Basic 6.0 アプリケーションを、市販のソリューショ

ンと置き換えるか、Visual Basic 2008 で作成し直して、置

き換えます。 

こ の 戦 略 が 

適している状況 

Visual Basic 6.0 アプリケーションが、ビジネス要件に合わ

なくなった場合。 

ビジネス要件を満たせなくなったり、かつては特殊だった

必要な機能が、現在は独立系アプリケーション ベンダに

よって提供されているなど、Visual Basic 6.0 アプリケーシ

ョンのライフ サイクルが終わりに近付いている場合は、

アプリケーションの再構築や移行を行うのではなく、運用

を停止して置き換えることができます。 

置換という戦略を採用する場合は、代わりとなる市販の構

築済みアプリケーションを購入するか、新しいカスタム 

アプリケーションを開発します。 

通常、適切な市販の製品がある場合は、市販の製品に置き

換える方法が非常にコスト効率が高くなります。一方、新

しいアプリケーションを開発する方法は、最もコストがか

かりますが、ビジネスの要件を再定義でき、最適な移行を

実現できるアプリケーションを配置できます。 

構築するか購入するかの決定は、常に複雑です。ただし、

多くの Visual Basic 6.0 アプリケーションは、財務、会計、

人事などの事務管理のニーズを満たすために構築されたも

のです。これは、1990 年から 2000 年代初めにかけてのこ

とで、当時は、非常に大規模な企業を対象としたものを除

き、ソフトウェア業界によってこのようなニーズに適切に

対応できるテクノロジが提供されておらず、Visual Basic 

1.0 ～ 6.0 が広く使用されていました。現在、多くのエン

タープライズ アプリケーション ベンダが、カスタム アプ

リケーションの機能を置き換える以上の機能性を備えた、

柔軟で、カスタマイズ可能で、強力なアプリケーションを

提供しています。Microsoft Dynamics 製品ラインを含め、

このようなベンダの多くは、顧客に代わりアプリケーショ

ンをホストして管理する、サブスクリプションによるオン

デマンドのサービスも提供しています。 
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Visual Basic 6.0 アプリケーションのサポート戦略を計画する場合は、一般的な 6 

つの項目について検討する必要があります。Visual Basic 6.0 アプリケーションを

各項目に照らし合わせて確認することで、適切な戦略を決定するための一助と

したり、プロジェクト チーム内の理解を深める話し合いの材料とすることがで

きます。 

ユーザー要件 

既存のソリューションは、ユーザー要件を現在も満たしていますか。 

 明示されている機能要件 

 明示されていない機能要件 ( セキュリティ、相互運用性、展開、アクセ

シビリティ、使用可能性、信頼性、パフォーマンス) 
 既存のソリューションは、ビジネスの成長要件を満たすことができます

か。 

 スケーラビリティ 

 地理的な場所 

現在も、大半の要件を満たしているソリューションは、Visual Basic 6.0 ベースで

維持、移行、または相互運用による運用延長が適切な戦略の候補として考えら

れます。要件を満たしていないソリューションには、置換の戦略が適していま

す。 

維持 現在もすべてのユーザー要件を満たしている 

相互運用 ほぼすべてのユーザー要件を満たしている 

移行 一部のユーザー要件を満たしている 

置換 ユーザー要件を満たしていない 

 

サポート可能性 

既存のソリューションは容易にサポートできますか。 

 ソリューション実装の質 

 アプリケーションをサポートするのに必要な社内およびベンダによる運

用チームのスキル 

 サード パーティ製のコントロールとコンポーネントの製造元によるサ

ポート状況 

 開発標準への準拠 

 ソリューションをサポートおよびメンテナンスする運用スタッフの能力 

容易にサポートできるソリューションには、Visual Basic 6.0 ベースで維持する戦

略が適している可能性があります。サポート上の制約があるソリューションに

は、置換の戦略が適しています。 

維持 Visual Basic 6.0 の十分なサポートを確保できる 

相互運用 Visual Basic 6.0 と新しいバージョンの十分なサポートを 

確保できる 

移行 Visual Basic 6.0 と新しいバージョンの十分なサポートを 

確保できる 

置換 Visual Basic の新しいバージョンの十分なサポートを確保できる 

 

サポート戦略を決定する 

ための指針 
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コスト 

戦略には、どの程度のコストをかけられますか。 

 運用コストと調達コスト 

 年間のライセンスとサポート コスト 

短期的には、Visual Basic 6.0 ベースでの維持または相互運用が、最もコスト効率

の良い戦略です。長期的には、移行または置換が、プラットフォームの標準

化、サポート コストの削減、ライセンスの統合によるメリットが得られるの

で、最もコスト効率の良い戦略です。 

維持 短期的にはコスト効率が高い 

相互運用 短期的にはコスト効率が高い 

移行 長期的にはコスト効率が高い 

置換 長期的にはコスト効率が高い 

 

リリースまでの時間 

アプリケーションは、いつまでに必要ですか。 

 開発と運用までのスピード 

 今後の変更を行うまでのスピード 

 プラットフォームの変更に対応できるアジリティ (敏捷性) 

リリースまでにかかる時間は、プロジェクトが完了し、サポート戦略を展開す

るまでに必要な時間として考えます。この判断の基準は、コスト、競合プロジ

ェクト、アプリケーションの重要性、現在の Visual Basic 6.0 アプリケーションに

対するサポートが得られるかどうか、およびサポートの質によって影響を受け

る可能性があります。 

 

維持 リリースまでの時間が短い 

相互運用 リリースまでの時間が短い 

移行 リリースまでの時間が長い 

置換 リリースまでの時間が長い 
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ビジネスの成長 

Visual Basic 6.0 アプリケーションは、ビジネスの今後の成長をどの程度サポート

できますか。 

 予想される運用期間 

 業者、パートナー、顧客との相互運用性と接続性 

 他のビジネス ソフトウェアとの統合機能 ( Office SharePoint、Office、マ

イクロソフト以外のアプリケーション、パートナーおよびベンダのシス

テム) 

 スケーラビリティとパフォーマンス要件 

このビジネスの成長という項目は、最も重要な検討事項の 1 つです。アプリケ

ーションを .NET プラットフォームに移行することで、ビジネスの今後の成長に

対応できる可能性が高くなるのは明らかですが、同時に、すべてのアプリケー

ションが永遠に拡張されるわけではなく、予想される運用期間が限られてい

て、拡張をサポートする必要がほとんどない、短期的なアプリケーションも多

数あります。 

維持 ビジネスの成長に対応する必要性が低い 

相互運用 ビジネスの成長に対応する必要性は中程度 

移行 ビジネスの成長に対応する必要性は中程度 

置換 ビジネスの成長に対応する必要性が高い 

 

業界要件 

既存のアプリケーションで対応する必要がある外部の業界要件には、どのよう

なものがありますか。 

 政府の法令遵守規定 

 パートナーおよびベンダとのインターフェイス 

 標準のサポート 

 競合他社と同等または独自の価値提供 

直近のビジネス要件以外に、アプリケーションでは、どのような法令や規制要

件を満たす必要がありますか。アクセシビリティやレポートについて法的要件

を設けている政府もあり、このような要件に対応するには、Visual Basic 6.0 より

も Visual Studio 2008 の方が適しています。また、標準のサポートやアプリケー

ションの相互運用性サポートも、Visual Studio 2008 の方が優れています。 

維持 業界要件とは無関係である 

相互運用 ある程度業界要件に関係がある 

移行 ある程度業界要件に関係がある 

置換 業界要件にかなり関係がある 

 

戦略決定の指針を使用したアプリケーションの評価 

戦略決定の指針を使用した Visual Basic 6.0 アプリケーションのサポート戦略を

評価する方法はいくつかあります。簡単な方法としては、項目ごとに戦略の順

位 (1 ～ 4) を付けます。たとえば、以下の表では、"ユーザー要件" 項目の場合、

最も好ましい戦略は置換で、相互運用、移行と続き、最後が維持の順となって
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います。各戦略の順位を付けたら各列の合計を算出します。6 項目を総合した

場合に最も合計値の低いものが、最も好ましい戦略であると評価します。 

評価例 維持 移行 相互運用 置換 

ユーザー要件 4 3 2 1 

サポート可能性 1 3 2 4 

コスト 4 2 1 3 

リリースまでの時間 3 2 1 4 

ビジネスの成長 4 3 2 1 

業界要件 1 3 2 4 

合計 17 16 10 17 

 

上記の例では、相互運用の合計値が最も低く、戦略を決定する指針の 6 項目を

総合して最適な戦略であると評価できます。 

コストと投資収益率の評価 

各戦略のコストは、アプリケーションの種類、プロジェクト チームの能力、ア

プリケーションの将来の目標によって異なります。明確なルールはありません

が、各戦略を比較検討する際の一般的なガイドラインをいくつか紹介します。 

 Visual Basic 6.0 アプリケーションを変更せず、Visual Basic 6.0 ベースで維

持する方法が、最もコストのかからないオプションです。コストは、

運用サポートに限定されます。 
 アプリケーションを記述し直して置き換える方法が、最もコストのか

かるオプションです。この場合のコスト見積もりの精度は、他のソフ

トウェア開発プロジェクトと同程度になります。 

 移行または相互運用の戦略を採用した場合のコストは、アプリケーシ

ョン、プロジェクト チーム、およびプロジェクトの目標によって異な

ります。多くの組織では、最初に、移行や相互運用プロジェクトに伴

うコスト、課題、および機会をより正確に把握できるよう、任意のア

プリケーション コンポーネントを移行するか、相互運用機能を一部の

アプリケーション機能に追加して、期限を定めた適合性調査を実施し

ています。移行と相互運用の戦略では、どちらでも、このような段階

的な方法が可能です。 

同じく、各戦略の投資収益率 (ROI) を比較検討する際の一般的なガイドラインを

紹介します。 

 Visual Basic 6.0 ベースでアプリケーションを維持する場合、新機能を追

加したり、新しいビジネス要件を満たしたりしなければ、新たな ROI は

発生しない可能性があります。Visual Basic 6.0 のサポート期間の制限に

より、投資によるメリットは短期間しか得られません。 

 相互運用の ROI は、コスト効率よく新機能を追加することで実現されま

す。Visual Basic 6.0 ベースで アプリケーションを維持する場合と同様に、

Visual Basic 6.0 のサポート期間の制限により、投資によるメリットは短

期間しか得られません。 
 移行プロジェクトに COM コンポーネントの削除と、.NET プラットフォ

ームの機能を利用できるようにアプリケーションのアーキテクチャを

変更する作業が含まれる場合、ROI には Visual Basic 6.0 開発サポートの



 

 ホワイト ペーパー :  Visual Basic 6.0 アプリケーションのビジネス プランニング ガイド 19 

廃止、プラットフォームの統合による運用コストの削減、新機能によ

るメリットも含まれます。 

 アプリケーションを置換する場合、Visual Basic 6.0 アプリケーションの

アーキテクチャ上の制約を継承する不安を抱えることなく、ビジネス

要件に合わせてゼロからアプリケーションを構築できるため、移行よ

りも高い投資メリットが得られる可能性があります。通常、この投資

メリットは、新機能によるメリットと、Visual Basic 6.0 開発と運用サポ

ートの廃止により実現されます。 
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このセクションでは、プロジェクト チームの観点から 4 種類の戦略の重要な点、

つまり、各戦略を実装するためにチームが実行すべきことについて説明します。

また、各戦略に関してマイクロソフトが提供しているリソースの情報も提供し

ます。 

Visual Basic 6.0 ベースでの維持 

Visual Basic 6.0 ベースでアプリケーションを維持する方法は、プロジェクト チ

ームにとって簡単なオプションです。おそらく、新しい開発手法を習得しなく

ても、アプリケーションを運用し続けることができます。しかし、この方法を

利用する場合も調査は必要です。サードパーティ製のコンポーネントは、サポ

ートされ移行できるか、プロジェクト チームと運用チームは、Visual Basic 6.0 

アプリケーションが機能する開発環境とランタイム環境を維持できるかなどを

確認する必要があります。 

Windows Vista と Windows Server 2008 には、ランタイム サポートが実装されま

すが、Windows Vista と Windows Server 2008 以降のオペレーティング システム

ではランタイム サポートの提供は計画されていません。Windows 64 ビット ア

プリケーション (Windows Vista および Windows Server 2008) も、ランタイム プ

ラットフォームとしてサポートされます。Visual Basic 6.0 アプリケーションは、

WOW 層で実行されることに注意してください。64 ビット コンポーネントと 32 

ビット コンポーネントを同じプロセス内に混在させて調整することはできませ

ん。 

サード パーティ製のコントロールとコンポーネントのサポート状況は、製造元

ごとに異なります。一般に、Windows Vista よりも Windows XP の方が、多くの

サード パーティのコントロールがサポートされています。ただし、Windows 

Vista は  Windows XP よりもかなり多くのセキュリティ機能を備えていて、

Windows Vista オペレーティング システムでは、システム リソースへのアクセ

スや変更に関するセキュリティが強化されているため、一部の古い COM コンポ

ーネントは、適切に動作しない可能性があります。WebBrowser コントロール 

(TriEdit.ocx) は、Windows Vista と Windows 2008 のどちらでもサポートされてい

ません。 

登録を必要としない COM 

Visual Basic 6.0 アプリケーションの技術的な問題の主な原因の 1 つは、配置時の 

DLL の登録です。配置を簡略化するため、Registration-Free COM (登録を必要とし

ない COM) という新機能を Windows 2003、Windows XP、および Windows Vista 

に組み込んでいます。名前が示すように、登録を必要としない COM は、レジス

トリ エントリを作成せずに、コンポーネントをインストールして使用する手法

です。レジストリ エントリは、アプリケーションと共に配布されるマニフェス

ト ファイル内に含まれています。DLL アドインのテクノロジの使用に関してい

くつか制限がありますが、多くの Visual Basic 6.0 実行可能ファイルでは、これ

により配置プロセスが大幅に簡略化されます。これは、Visual Basic 6.0 アプリケ

ーションに施すことができる簡単な機能強化です。 

仮想化とターミナル サービス 

Windows Server 2008 では、既存の優れたターミナル サービス機能を基に、新し

いターミナル サービス機能が取り入れられています。この機能により、Visual 

Basic 6.0 アプリケーションでは、ターミナル サービス RemoteApp を使用して 

Windows Server 上でアプリケーションをホストして、クライアント コンピュー

プロジェクト チーム向けの 

リソース 
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タからそのアプリケーションにアクセスできます。アプリケーションはサーバ

ー上で実行されますが、クライアント上で実行されているかのように動作し、

ローカル コンピュータと通信します。また、複数のクライアントが、サーバー

上の同じアプリケーションにアクセスできます。この手法は、配置の問題を最

小限に抑え、Visual Basic 6.0 クライアント アプリケーションをすばやく配置す

るうえで有効です。 

関連リソース 

一般的なリソース 

Windows Vista と Windows Server 2008 

における Visual Basic 6.0 のサポートに

ついて 

http://www.microsoft.com/japan/msd

n/vbasic/support/vistasupport.aspx 

Visual Basic 6.0 リソース センター  

(英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbrun/default.aspx 

Visual Basic 6.0 関連のダウンロード  http://www.microsoft.com/japan/msd

n/vstudio/downloads/ 

Visual Basic 6.0 開発者向けの基本的な

トレーニング (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbrun/cc297223.aspx 

 

登録を必要としない COM による Visual Basic 6.0 アプリケーションの配置の簡略化 

ClickOnce と 登録を必要としない 

COM によるアプリケーション配置の

簡略化 (英語) 

http://msdn.microsoft.com/en-

us/magazine/cc188708.aspx 

登録を必要としない COM コンポーネ

ントのアクティベーション: ウォーク

スルー (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/library/ms973913.aspx 

 

仮想化とターミナル サービス 

仮想化を使用した Visual Basic 6.0 クラ

イアント/サーバー アプリケーション

の維持 (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/library/cc522935.aspx  

マイクロソフトの仮想化による Visual 

Basic 6.0 アプリケーションの可用性 

(英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/library/cc526339.aspx  

Windows Server 2008 のターミナル  

サービス 

http://www.microsoft.com/japan/wind

owsserver2008/terminal-

services/default.mspx 

ターミナル サービス RemoteApp  

(英語) 

http://technet2.microsoft.com/window

sserver2008/en/library/57995ee7-

e204-45a4-bcee-

5d1f4a51a09f1033.mspx?mfr=true 

http://www.microsoft.com/japan/msdn/vbasic/support/vistasupport.aspx
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vbasic/support/vistasupport.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/default.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/default.aspx
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/downloads/
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/downloads/
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/cc297223.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/cc297223.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/magazine/cc188708.aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/magazine/cc188708.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms973913.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms973913.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/cc522935.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/cc522935.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/cc526339.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/cc526339.aspx
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/terminal-services/default.mspx
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/terminal-services/default.mspx
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/terminal-services/default.mspx
http://technet2.microsoft.com/windowsserver2008/en/library/57995ee7-e204-45a4-bcee-5d1f4a51a09f1033.mspx?mfr=true
http://technet2.microsoft.com/windowsserver2008/en/library/57995ee7-e204-45a4-bcee-5d1f4a51a09f1033.mspx?mfr=true
http://technet2.microsoft.com/windowsserver2008/en/library/57995ee7-e204-45a4-bcee-5d1f4a51a09f1033.mspx?mfr=true
http://technet2.microsoft.com/windowsserver2008/en/library/57995ee7-e204-45a4-bcee-5d1f4a51a09f1033.mspx?mfr=true
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仮想化とターミナル サービス 

Windows Server 2008 RC0  

ターミナル サービス RemoteApp  

ステップ バイ ステップ ガイド 

http://download.microsoft.com/downl

oad/0/C/1/0C1EBDD3-C4DA-48C5-

ABFB-

0940DB1B2109/Windows_Server_2008

_Terminal_Services_RemoteApp_Step-

by-Step_Guide.doc 

 

相互運用 

相互運用は、Visual Basic 6.0 アプリケーションの運用期間を延長する方法として

は、非常にコスト効率の良い方法です。相互運用に関しては、Visual Basic 2002 

の初期リリースから Visual Basic 2008 のリリースまでの間に、大幅な機能強化が

行われました。現在では、Interop Forms Toolkit を使用して、Visual Basic 2008 の 

Windows フォームとコントロールを Visual Basic 6.0 アプリケーションに組み込

んで、ハイブリッド アプリケーションを作成できます。 

また、Visual Basic 2008 DLL のメソッドの Visual Basic 6.0 アプリケーションから

の呼び出しや、その逆の呼び出しも容易に行うことができます。Visual Basic 

2002 以降の Visual Basic のバージョンごとに、着実に相互運用機能が強化されて

堅牢性が向上しているほか、例外をトラップし診断する機能も強化されたこと

で、開発時間の短縮を実現し、より優れた相互運用アプリケーションを作成で

きるようになっています。 

Visual Basic 2008 では、簡単に DLL が "COM 参照可能" であることを指定できま

す。つまり、Visual Basic 6.0 からアクセスすることを明示して、簡単に DLL を作

成できます。アプリケーションの Visual Basic 6.0 の部分は、Visual Basic 6.0 アプ

リケーションのライフタイムの問題を継承しますが、このような Visual Basic 6.0 

と Visual Basic 2008 のハイブリッドのアプリケーションにより、アプリケーショ

ンを Visual Basic 2008 に徐々に移行するプロジェクト チームは、より多くの選

択肢を得ることができます。 

関連リソース 

相互運用 

VB Fusion: Visual Basic 6.0  

アプリケーションの拡張 (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbrun/ms788241.aspx 

Visual Basic Fusion: Visual Basic 6.0 と 

Visual Basic .NET を共用するための 

ベスト プラクティス (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/library/ms364069.aspx 

販売サポート : Visual Basic 6.0 と 

Visual Basic 2005 のハイブリッド  

アプリケーション (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/library/cc300139(VS.80).aspx 

Interop Forms Toolkit 2.0 (英語) http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbasic/bb419144.aspx 

5000 個のクラスに興味はありますか? 

(Visual Basic 6 から .NET Framework の全

http://www.microsoft.com/japan/msd

n/vs/vb/VB5000Cl.aspx 

http://download.microsoft.com/download/0/C/1/0C1EBDD3-C4DA-48C5-ABFB-0940DB1B2109/Windows_Server_2008_Terminal_Services_RemoteApp_Step-by-Step_Guide.doc
http://download.microsoft.com/download/0/C/1/0C1EBDD3-C4DA-48C5-ABFB-0940DB1B2109/Windows_Server_2008_Terminal_Services_RemoteApp_Step-by-Step_Guide.doc
http://download.microsoft.com/download/0/C/1/0C1EBDD3-C4DA-48C5-ABFB-0940DB1B2109/Windows_Server_2008_Terminal_Services_RemoteApp_Step-by-Step_Guide.doc
http://download.microsoft.com/download/0/C/1/0C1EBDD3-C4DA-48C5-ABFB-0940DB1B2109/Windows_Server_2008_Terminal_Services_RemoteApp_Step-by-Step_Guide.doc
http://download.microsoft.com/download/0/C/1/0C1EBDD3-C4DA-48C5-ABFB-0940DB1B2109/Windows_Server_2008_Terminal_Services_RemoteApp_Step-by-Step_Guide.doc
http://download.microsoft.com/download/0/C/1/0C1EBDD3-C4DA-48C5-ABFB-0940DB1B2109/Windows_Server_2008_Terminal_Services_RemoteApp_Step-by-Step_Guide.doc
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/ms788241.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/ms788241.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms364069.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/ms364069.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/cc300139(VS.80).aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/cc300139(VS.80).aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbasic/bb419144.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbasic/bb419144.aspx
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vs/vb/VB5000Cl.aspx
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vs/vb/VB5000Cl.aspx
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相互運用 

機能を使用する) 

Visual Basic 6.0 開発者向けの基本的なト

レーニング : Visual Basic 相互運用機能

の紹介 (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbrun/cc297223.aspx 

"ハウツー" Visual Basic 相互運用機能

についてのビデオ シリーズ (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbasic/bb466226.aspx?wt.slv=topse

ctionsee#interop 

 

移行 

Visual Basic 6.0 アプリケーションを Visual Basic 2008 に移行 (アップグレード) す

ると、アプリケーション全体が Visual Basic 2008 ベースになります。通常、移行

後のアプリケーションでは、アップグレード ツールで自動的に移行できないコ

ードを変更するためと、アプリケーションが移行後も参照している COM オブジ

ェクトを置き換えるために、多尐の手直しが必要になります。 

移行は、一度に 1 コンポーネントずつ移行するなど、徐々に実行することも、

一度にまとめて実行することもできます。元のアプリケーションが持つアーキ

テクチャ上の制限は、移行後のアプリケーションにも継承されます。アップグ

レード ツールでは、アーキテクチャのリファクタリングは実行されません。 

ベスト プラクティスは、まず Visual Basic 6.0 アプリケーションを評価し、Visual 

Basic 2008 ベースのアプリケーションでの手直しをできるだけ行わなくて済む

ように変更を行います。その後、移行と手直しを実行して、Visual Basic 2008 の

新機能によりアプリケーションを機能強化します。 

移行と COM オブジェクトの置換が完了したら、アプリケーション全体が Visual 

Basic 2008 ベースとなり、Visual Basic 6.0 のサポート期間の制限から解放されま

す。 

関連リソース 

Visual Basic 6.0 アプリケーションの準備 

Visual Basic 6.0 開発者向けの基本的な

トレーニング : Visual Basic アプリケー

ションのアップグレード (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbrun/cc297223.aspx 

Visual Basic 6.0 to Visual Basic .NET 

Upgrade Assessment Tool (英語) 

http://www.microsoft.com/downloads/

details.aspx?FamilyId=10C491A2-FC67-

4509-BC10-

60C5C039A272&displaylang=en 

Visual Basic 6.0 のコード アドバイザ 

(英語) 

http://www.microsoft.com/downloads/

details.aspx?FamilyId=A656371A-B5C0-

4D40-B015-

0CAA02634FAE&displaylang=en 

Visual Basic .NET へのアップグレード

に向けた Visual Basic 6.0 アプリケーシ

ョンの準備 (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/library/aa260644.aspx 

http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/cc297223.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/cc297223.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbasic/bb466226.aspx?wt.slv=topsectionsee#interop
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbasic/bb466226.aspx?wt.slv=topsectionsee#interop
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbasic/bb466226.aspx?wt.slv=topsectionsee#interop
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/cc297223.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/cc297223.aspx
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=10C491A2-FC67-4509-BC10-60C5C039A272&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=10C491A2-FC67-4509-BC10-60C5C039A272&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=10C491A2-FC67-4509-BC10-60C5C039A272&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=10C491A2-FC67-4509-BC10-60C5C039A272&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=A656371A-B5C0-4D40-B015-0CAA02634FAE&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=A656371A-B5C0-4D40-B015-0CAA02634FAE&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=A656371A-B5C0-4D40-B015-0CAA02634FAE&displaylang=en
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=A656371A-B5C0-4D40-B015-0CAA02634FAE&displaylang=en
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/aa260644.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/aa260644.aspx
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アプリケーションの移行 

Microsoft Patterns and Practices ガイド

「Upgrading Visual Basic 6.0 

Applications to Visual Basic .NET and 

Visual Basic 2005」 

http://www.microsoft.com/downloads/

details.aspx?FamilyID=3D99C39F-4E9A-

4F45-A4C5-

6C76ADFAB6FC&DisplayLang=ja 

無償の書籍『Upgrading Microsoft 

Visual Basic 6.0 to Microsoft Visual 

Basic .NET』(英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbrun/ms788236.aspx 

Visual Basic 6.0 開発者向けの 

アップグレード リソース (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbrun/ms788239.aspx 

Visual Basic アップグレード  

ウィザードの解体 (英語) 

http://msdn2.microsoft.com/en-

us/library/aa730876(VS.80).aspx 

Visual Basic アップグレード  

ウィザードを使用する方法  

http://support.microsoft.com/kb/3178

85 

 

置換 

アプリケーションを置換する場合、新たな市販の製品の購入、新たなアプリケ

ーションの開発、または Visual Basic 6.0 システムの代わりに使用する別のアプ

リケーションの拡張の 3 通りの方法のうち 1 つを行うことになります。 

置換は、アーキテクチャ、開発標準、要件への適合の面で、最も柔軟性の高い

戦略です。Visual Basic 2008 は、それ以前のバージョンの Visual Basic よりも強力

で高い機能性を備えています。Visual Basic での開発の経験がある場合は、Visual 

Basic 6.0 アプリケーションを Visual Basic 2008 ベースの新しいシステムに置換す

る際に応用できる知識とスキルの点で、有利な立場にあります。 

関連情報 

置換  

Visual Basic 6.0 ユーザー向けの新機能 http://msdn2.microsoft.com/ja-

jp/library/ms172617(VS.90).aspx 

Visual Basic でのアプリケーション 

の開発 

http://msdn2.microsoft.com/ja-

jp/library/k6a6etxs.aspx 

Visual Basic の導入事例 (英語) http://msdn2.microsoft.com/en-

us/vbasic/ms789180.aspx 

Microsoft Dynamics http://www.microsoft.com/japan/dyna

mics/ 

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=3D99C39F-4E9A-4F45-A4C5-6C76ADFAB6FC&DisplayLang=ja
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=3D99C39F-4E9A-4F45-A4C5-6C76ADFAB6FC&DisplayLang=ja
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=3D99C39F-4E9A-4F45-A4C5-6C76ADFAB6FC&DisplayLang=ja
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=3D99C39F-4E9A-4F45-A4C5-6C76ADFAB6FC&DisplayLang=ja
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/ms788236.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/ms788236.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/ms788239.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbrun/ms788239.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/aa730876(VS.80).aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/library/aa730876(VS.80).aspx
http://support.microsoft.com/kb/317885
http://support.microsoft.com/kb/317885
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms172617(VS.90).aspx
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/ms172617(VS.90).aspx
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/k6a6etxs.aspx
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/k6a6etxs.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbasic/ms789180.aspx
http://msdn2.microsoft.com/en-us/vbasic/ms789180.aspx
http://www.microsoft.com/japan/dynamics/
http://www.microsoft.com/japan/dynamics/
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Visual Basic のマイクロソフトのサポート ポリシーは、サポート ライフ サイク

ルのガイドライン (http://support.microsoft.com/?LN=ja-jp&pr=lifecycle) に準じて

います。 

簡単に言うと、マイクロソフトには、実績のあるサポート モデルがあります。

製品のサポートは、メインストリーム サポート、延長サポート、セルフヘルプ 

サポートの 3 段階で提供しています。 

"メインストリーム" サポートの期間中は、機能が追加されたり、設計について

のリクエストが受け入れられる可能性があります。また、修正プログラムの配

布、無償の電話サポートとオンライン サポートの提供、セキュリティ更新プロ

グラムの作成、有償サポートの提供も行われます。 

"延長" サポートの期間中は、セキュリティ更新プログラムが作成され、いくつ

かの更新プログラムが配布される可能性があります。また、有償の修正プログ

ラムと有償のサポートが提供されます。 

"セルフヘルプ" サポートの期間中は、サポート技術情報の記事、オンラインの

製品情報、およびオンラインのサポート Web キャストなど、オンライン コン

テンツに無償でアクセスできます。 

Visual Basic の各バージョンのサポートの概要 

これまで Visual Basic では 10 回の製品リリースが行われました。計画時の参考

になるよう、以下の表に、各バージョンの現在 (本稿執筆時) のサポート フェー

ズを示します。 

バージョン サポート ライフサイクルのフェーズ 

Visual Basic 1.0 ～ 

Visual Basic 5.0 

セルフヘルプ 

Visual Basic 6.0 Visual Basic IDE は 2008 年 4 月まで延長サポート 

ランタイムは 2017 年まで延長サポート 

Visual Basic 2002 2009 年 7 月まで延長サポート 

Visual Basic 2003 2008 年 10 月までメインストリーム サポート、

2013 年 8 月まで延長サポート 

Visual Basic 2005 2011 年 3 月までメインストリーム サポート、

2016 年 3 月まで延長サポート 

Visual Basic 2008 メインストリーム サポート 

 

 

VISUAL BASIC の 

各バージョンのサポートの概要 

http://support.microsoft.com/?LN=ja-jp&pr=lifecycle


 

 ホワイト ペーパー :  Visual Basic 6.0 アプリケーションのビジネス プランニング ガイド 26 

このホワイト ペーパーでは、Visual Basic 6.0 アプリケーションのサポートに利

用できる 4 種類の戦略について説明しました。この 4 種類の各戦略を実現する

ためのテクノロジが、現在では存在しています。Visual Basic 6.0 のリリースから 

Visual Basic 2008 のリリースまでの 10 年間に、マイクロソフトは、相互運用性、

移行ツール、サポート、およびトレーニング資料を作成、改良、洗練して、

Visual Basic 6.0 の COM ベースのインフラストラクチャから、ビジネスを新しい

方向に進めるソリューションを提供できる .NET プラットフォームに、アプリケ

ーションを移行するための対策をとれるようにしてきました。 
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